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1．元気創造研究センターの概要 
 
 
元気創造研究センターは、活力のある地域づくりや健康で文化的な市民生活の実現、行動

力に富んだ学生の育成につながる研究などの推進を図る拠点として、2011 年 4 月に開設され

ました。地域と積極的に連携しつつ様々な研究的アプローチから「地域や市民・学生が元気

になる」研究活動を展開し、地域社会や学生にその成果を還元することを目的としています。 

 

当センターでは、研究者個々人の自律的な研究活動を尊重し、その上で大学全体として調和

を保ち相乗効果をもたらすような研究を推進するため、ホロニックな（包括的な）運営を行い

ます。具体的な運営の基本方針として、次の 3 点を掲げています。 

 

① 「知の拠点」としての研究活動の高度化・活性化 

② 研究成果の学生・地域社会への還元 

③ 学内外に開かれた運営 

 

当センターの設置目的を達成するため、学際的な共同研究や地域の関係者との共同研究など

に対する助成を行うほか、競争的資金の獲得に向けた支援を行います。また、地域社会や学生

に対して研究成果を還元するために、講演会や学術研究発表会などを開催します。 

 

これらの活動を通して、当センターでは、元気な地域社会の実現に向けた研究活動を積極的

に推進していきます。 
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2－1－1．星城大学元気創造研究センター助成金

2021 年度公募要項 

１．助成の趣旨

元気創造研究センターは 1.「活力ある地域社会」をつくり「健康で文化的な市民生活」を実現 
すること、2.「行動力に富んだ学生諸君」を教育・育成することを目指し設立されました。この 
設立趣旨に沿って、当研究センターは、「地域社会や市民、学生が元気になる」研究を地域ととも

に推進し、地域社会や大学教育の発展・向上に貢献してまいります。

このような目的を達成するため、当研究センターの研究助成は、1.独創的で学術上意義の大きい 
研究で、かつ科学研究費の獲得につながる研究 2.教育の質向上につながる研究を積極的に支援し 
てまいります。

２．助成対象

1） 本学の教員を研究代表者とするグループ研究であること。個人研究は対象としません。

2） 単一学部の教員複数名でのグループ研究でも構いませんが、学際的な見地から、異なる研究分野

を専門とするメンバーおよび異なる学部のメンバーからなる研究を優先します。

3） 研究者によるグループだけではなく、地域文化の発展に寄与する活動を行っている方々との共同

研究を歓迎します。

4） 研究内容・計画・予算等の点において、実現可能性の高い具体的な研究であること。既に完了し

ている研究については助成対象としません。ただし、他の研究費に申請中または受給中のものと

研究内容が類似している場合は、違いを明確にしてください。

5） 助成の趣旨に沿った研究であり、今後の発展が望めるもの。

３．助成金額および助成対象期間

1） 年間の助成件数および各々の助成金額は、元気創造研究センター運営委員会において決定します。

一件ごとの助成金額は、研究内容によって異なりますが 50 万円を上限とします。1 万円未満は

切り捨てとなります。

2） 助成対象期間は、2022 年 4 月から 2023 年 3 月までの 1 年間とします。

3） 同一内容での継続助成は、最長 3 年間とします。継続を希望する場合は、1 年ごとに申請書を

提出してください。元気創造研究センター運営委員会において改めて審査、決定します。

4） 複数年度計画で申請し採択された後、予定の研究期間を満了することなく継続申請しない場合

には、研究代表者はその理由を書面にて元気創造研究センター運営委員会に提出してください。

４．助成金の使途費目

1） 助成金の使途は、研究目的を達成するために必要な費目とします。

2） 申請代表者や共同研究者が所属する組織の間接経費、一般管理費等は助成の対象としません。 

― 3 ―



 

 
4 

５．選考方法 
1） 選考は、元気創造研究センター運営委員会が、所定の申請書類をもとに行います。申請書類

以外の「参考資料」を提出いただいても、審査の対象にはなりません。なお、必要に応じて、

研究代表者へのヒアリングを行う場合があります。 
2） 選考は、元気創造研究センター運営委員会が以下の点を総合的に考慮して実施します。 

① 応募内容が元気創造研究センターの「助成の趣旨」（１．助成の趣旨を参照）に沿って 
いる 

② 研究内容が独創的である 
③ 予算も含めた研究計画が研究目的に合致している 
④ 学内外との共同研究である（２．の助成対象要件に該当すること） 

 
６．申請〆切 

1） 公募期間は 2020 年 11 月 23 日（月）から 2021 年 1 月 15 日（金）17：00 までです。 
2） 研究助成申請書に必要事項を記入してください。 
3） 期限までに、上記を電子メール（PDF 変換したデータ）並びに書面（両面印刷押印済みの

もの）で、総務・経理課科研等担当者（都筑）までご提出ください． 
メールアドレス： jrpc@seijoh-u.ac.jp （元気創造研究センター宛て） 

 
７．助成の決定 

 2021 年 2 月下旬予定。選考結果は 2 月末までに各研究代表者に文書にてご連絡します。 
 
８．研究報告会での報告と報告書の提出 

1） 採択された研究は、年度末に開催される研究報告会での報告が義務づけられています。 
2） 助成期間終了後に、元気創造研究センター運営委員会に成果報告書を提出していただきます。 
3） 研究成果を数年以内に論文として報告していただきます。その場合、星城大学元気創造研究

センター助成金（英文：Seijoh University Joint Research Promoting Grant）で行った研究

であることを記載してください。 
 
９．個人情報の取り扱いについて 

申請書にご記入いただいた個人情報は、研究助成選考以外の目的には使用しません。 
    

１０．申請書記入上の注意 
1） 申請は、当センター指定の申請書を用い、必ず枠内に日本語でご記入ください。 
2） フォントは 11 ポイントとしてください（表、図の部分は除く）。 
3） 「印」の指示がある欄には、必ずご捺印ください。 
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4） 必要事項はすべて申請書にもれなく記入し、必要書類外の資料は添付しないでください。 
別紙参照などを用いた申請、申請書フォーマットやページ数の変更があった申請などは、 
原則として受理しませんので、ご注意ください。 

5） 記入上の注意事項 
① 採択研究への助成期間は 1～3 年間とします。ただし、2 年目以降の助成を確約するもので

はありません。前年度までの研究経過を審査したうえで助成継続の可否を決定します。 
② 研究の最終目標を具体的に明記してください。 
③ 研究終了後の成果発表の方法を具体的に記載してください（学会名、雑誌名等）。 
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2－1－2．星城大学元気創造研究センター研究スタートアップ助成金  
2021 年度公募要項 

 
１．助成の趣旨 

元気創造研究センターは 1.「活力ある地域社会」をつくり「健康で文化的な市民生活」を実現

すること、2.「行動力に富んだ学生諸君」を教育・育成することを目指し設立されました。この

設立趣旨に沿って、当研究センターは、「地域社会や市民、学生が元気になる」研究を地域とと

もに推進し、地域社会や大学教育の発展・向上に貢献してまいります。 
このような目的を達成するため、当研究センターの研究助成は、1.独創的で学術上意義の大き

い研究で、かつ科学研究費の獲得につながる研究 2.教育の質向上につながる研究を積極的に支

援してまいります。  
研究スタートアップ助成金では、主として科学研究費の獲得に向けた研究活動を支援し、同研

究費への応募を促進することを目的としています。 
 
２．助成対象 

1） 本学の教員が個人で行う研究、あるいは本学の教員が代表として行う共同研究であり、助成

対象期間中に完了する研究（単年度の研究）であること。 
2） 申請者が、申請年度の科学研究費助成事業に応募しており、申請年度の 4 月 1 日現在において 
  次の 3 項目のいずれかに該当し、かつ申請年度の科学研究費助成事業に採択されていないこと。 

(ア) 45 歳以下 
(イ) 准教授以下 
(ウ) 入職 3 年以内 

3） 研究内容・計画・予算等の点において、実現可能性の高い具体的な研究であること。既に完了

している研究については助成対象としません。 
4） 助成の趣旨に沿った研究であり、今後の発展が望めるもの。 
5） 同年度の星城大学元気創造研究センター助成金の採択者（研究代表者）について、重複申請

を認めない。 
 
３．助成金額および助成対象期間 

1） 年間の助成件数および各々の助成金額は、元気創造研究センター運営委員会において決定し

ます。一件の助成金額は、原則 20 万円以内とします。 
2） 助成対象期間は、採択決定後から 2022 年 3 月末までとします。 

 
４．助成金の使途費目 

1） 助成金の使途は、研究目的を達成するために必要な費目とします。 
2） 申請代表者や共同研究者が所属する組織の間接経費、一般管理費等は助成の対象としません。 
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５．選考方法

1） 選考は、元気創造研究センター運営委員会が、申請者が研究代表者として応募した申請年度

の科学研究費助成事業への応募書類をもとに行います。ただし、応募時から内容を修正して

いただいても構いません。申請書類以外の「参考資料」を提出いただいても、審査の対象に

はなりません。なお、必要に応じて、研究代表者へのヒアリングを行う場合があります。

2） 選考は、元気創造研究センター運営委員会が以下の点を総合的に考慮して実施します。なお、

応募者多数の場合、一件ごとの助成金額を確保するため、申請者の年齢が若い方を優先する

ことがあります。

①応募内容が助成金の趣旨に沿っている

② 研究内容が独創的である

③予算も含めた研究計画が研究目的に合致している

６．申請〆切

公募期間は 2021 年 4 月 29 日（木）から 2021 年 5 月 14 日（金）17：00 までです。

７．提出書類

1） 次の書類を、上記締切り期日までに電子メールで送信してください。

メールアドレス：jrpc@seijoh-u.ac.jp（元気創造研究センター宛て）

①申請者が研究代表者として応募した 2020 年度の科学研究費助成事業への応募書類の PDF
ファイル（科研費電子申請システムを利用してダウンロードした作成済みデータ）、あるい

は  当該応募書類に修正を加えた PDF ファイル

②「星城大学元気創造研究センター研究スタートアップ助成金 研究助成申請書」

2）上記 1）②「星城大学元気創造研究センター研究スタートアップ助成金 研究助成申請書」に

ついて

次の項目の記入をお願いします。

・本研究助成による実際の研究実施概要

2021 年度科学研究費助成事業への応募研究の中で、本研究助成によって実際に実施する研究

概要を簡潔に記入して下さい

・研究経費

合計金額が 20 万円以内となるよう作成して下さい。

金額と使用内容を具体的に記入して下さい。

・学部研究費との研究内容相違点（学部研究費重複申請者のみ記入して下さい）

本書類は、行幅、文字サイズ等を調整して、１ページに収めてください。
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3） 科学研究費応募テーマを次年度に変更する研究者は、上記 1）①、②に記載されている書類では 
なく、次の書類を、申請締切り期日までに電子メールで送信してください。 

①「星城大学元気創造研究センター助成金 研究助成申請書」書式を使用して、「研究スタートアッ

プ助成金 研究助成申請書」として提出してください。その際、申請書 1 ページ 1 行目の標題の

横に１マスあけて、赤字で「研究スタートアップ」と表記してください。なお、当該申請書類に

ついては、2 名の査読者により審査を行い、その審査結果に基づき、元気創造研究センターが 
選考を行います。 
本項の定めは、今年度科学研究費に応募して不採択となった研究者が、次年度の科学研究費応募 
テーマを変更する場合のみを対象とします。今年度科学研究費に応募実績のない研究者は、該当 
しません。 
 

８．助成の決定 
2021 年 5 月末までに選考し、速やかに申請者に文書にてご連絡します。 

 
９．科学研究費補助金への応募と研究報告会での報告 

1） 採択された者は、助成期間中に公募される科学研究費助成事業に対して、採択された研究を

基にした研究課題で応募することが義務づけられます。応募しない場合、原則として、助成

金の返還を求めます。 
2） 採択された者は、年度末に開催される研究報告会にて、本研究課題を報告していただきます。 
3） 本助成金を基にした研究成果を発表する際には、星城大学元気創造研究センター助成金 

（英文：Seijoh University Joint Research Promoting Grant）で行った研究であることを記載 
してください。 

 
１０．個人情報の取り扱いについて 

申請時に取得した個人情報は、研究助成選考以外の目的には使用しません。 
 

１１．その他 
申請者のうち、希望者に対して、科学研究費助成事業への応募書類に関するアドバイスを行

います。希望者は、日本学術振興会からの審査結果の開示を受けてから、元気創造研究セン

ターまでお申し出ください。 
 
 
研究スタートアップ助成金は、主として若手研究者の科学研究費の獲得に向けた研究活動を支援

し、同研究費への応募を促進することを目的に、2016 年度から新設された助成制度である。上記の

要領にて募集した結果、2021 年度は本助成金に対して 2 件の応募があり、審査の結果、2 件ともに

採択された。 
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【センター助成制度】 

研究題目 

回復期リハビリテーション病棟患者におけるサルコペニアの現状と 
歩行およびバランス能力との関係 
（助成期間 2020～2021 年度） 

 
研究代表者 

林 尊弘 
 

分担研究者 

山田 和政（星城大学）、古川 公宣（星城大学）、越智 亮（星城大学）、 
窪 優太（星城大学） 

 
背景・目的 

サルコペニアは加齢に伴う骨格筋の減少を主体とするもので，地域在住高齢者の有病

率は約 10～20％とされ，フレイルの主たる要因として考えられている．有病率は加齢

に伴い高くなる傾向があるものの，システマティックレビューやメタアナリシスの結果

では，性差は認められていない．サルコペニアと健康指標との関連においては，能力障

害，認知機能障害，糖尿病，心疾患，死亡率との関連が報告されている． 

これまでのサルコペニアに関する研究は主に地域在住高齢者を対象とした調査が行

われてきた．本邦の最新の報告において，要介護認定は受けていない 65 歳以上の地域

在住サルコペニアの有病率は14.1％であり，80歳以上では男性で32.4％，女性で47.7％

がサルコペニアを呈していたとされている．また他の研究においては，要介護状態の

37.5%がサルコペニアに該当することも示されている．  

一方，リハビリテーションの主な対象である入院高齢患者においては，急性期病棟で

17.1～34.7％がサルコペニアを呈しており，サルコペニアの有症者では 6 ヶ月後の再入

院のリスクや死亡率が高いことが報告されている．しかしながら，回復期リハビリテー

ション病棟患者を対象とした調査は少なく，入院時のサルコペニアの状態と退院時の日

常生活活動との関係や骨格筋量の変化と日常生活活動の利得に関する報告はあるが，そ

れらを規定するバランス能力等の身体機能との関連については十分に検討されていな

かった．そこで本研究では，回復期リハビリテーション病棟患者におけるサルコペニア

と身体機能との関係について，①回復期リハビリテーション病棟患者におけるサルコペ

ニア有病率およびその特徴や，②入院時のサルコペニアの状態が退院時の歩行能力やバ

ランス能力に影響を与えるのかを明らかにすることを目的とする． 
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対象・方法 

1. 対象 

医療法人社団喜峰会東海記念病院および医療法人済衆館済衆館病院の回復期リハビ

リテーション病棟に入院中の中枢神経疾患患者（脳卒中など）および整形外科疾患患者

（大腿骨近位部骨折・脊椎圧迫骨折など）のうち，65 歳未満，立位保持不可能者（補装

具を使用しない場合），データ収集時に理解が得られにくい高度の認知機能障害および

高次脳機能障害を有する者を除外した 161 名とした． 

2. 方法  

 本研究は，2 施設のカルテデータを用いた後方視的観察研究である． 

調査項目は，基本情報として年齢，性別，現病歴（発症日，回復期病棟入院日・退院

日），併存疾患（高血圧，糖尿病，心疾患等），総単位数，入院中の合併症の有無，身長・

体重，血液データとしてアルブミン値，精神・認知機能として Geriatrics Depression 

Scale 15 と Mini Mental State Examination の値，身体機能として筋肉量，健側握力，

健側下肢筋力，健側下腿周計，歩行スピード，Functional Independent Measure の運動

項目得点，Berg balance scale の値を用いた． 

なお，筋肉量は生体電気インピーダンス法（InBody S10，InBody 社製）で得られた四

肢骨格筋量を身長の 2 乗で除して算出した SMI を用いた．また，サルコペニアの判定

は，Asian Working Group for Sarcopenia 診断基準 2019 に準じて判定した． 

3. 分析方法 

 まず，回復期リハビリテーション病棟入院患者におけるサルコペニアの罹患率および

その特徴について，入院時の横断データを用いた記述統計およびサルコペニアの有無に

よる 2 群比較（t 検定，Mann-Whitney U 検定，χ2 検定）を行った．次に，回復期リハ

ビリテーション病棟入院サルコペニア患者における退院時にサルコペニアの改善に関

係する要因を明らかにするため，退院時のサルコペニアの改善有無による 2 群比較（t

検定，Mann-Whitney U 検定，χ2 検定）を行った．最後に回復期リハビリテーション病

棟入院時のサルコペニアの各診断項目（骨格筋量，握力）と退院時の歩行能力やバラン

ス能力との関連ついて，重回帰分析を行った．有意水準は 5％とした． 

 
経過・結果 

本研究は 3 年の研究期間を設定しており，本年度は最終年度になるため，以下に研究

結果のみを記載する． 

回復期リハビリテーション病棟入院時の基本情報を以下に示す．サルコペニアの有病

率は，全体で 62.5％（90 名）であった．サルコペニア有病者は非サルコペニア者と比

較して，高年齢で（p<0.001），認知機能（p<0.001）および精神機能（p=0.007），握力

（p<0.001），Skeletal Muscle Mass（p<0.001），下腿最大周計（p<0.001），膝伸展筋力

/体重比（p=0.003），Berg Balance Scale（p=0.027），10ｍ歩行速度（p=0.038），Functional
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Independence Measure-Motor（p<0.032）が低かった． 

回復期病棟入院時にサルコペニアに該当し，退院時のデータの取得が可能であった75

名を対象に退院時にサルコペニアが改善した者の特徴を検討した結果，改善した者（）

14 名）では非改善者（61 名）と比較して，回復期病棟入院時 Skeletal Muscle Mass（5.1

±0.7 vs 5.0±0.8）と入院期間中の Skeletal Muscle Mass（0.6±0.9 vs 0.0±0.6）

の変化量が有意に大きかった．また，Berg Balance Scale（16.9±12.8 vs 10.5±8.1）

の変化量が大きい傾向にあった． 

退院時の歩行能力やバランス能力とサルコペニアの各診断項目の関連については，退

院時バランス能力にサルコペニア診断指標である入院時の骨格筋量が関連していたが，

退院時歩行スピードには入院時のサルコペニア診断指標の関連性はなかった（表 1）． 

 

考察・結論 

研究期間の全体を通じて，コロナウィルス感染症の拡大の影響により，予定していた

研究対象者のデータ数（200 例程度）を入手することができなかった．最終的な登録デ

ータを用いた分析においては，サルコペニアの有病率は 62.5％と先行研究が示す値よ

り高い傾向にあった．入院中にサルコペニアの状態が改善した者では，入院時の骨格筋

量が多いこと，バランス機能の改善が大きい傾向が認められた．また，退院時のバラン

ス能力には，入院時の骨格筋量の関連が認められた．以上より，サルコペニアの診断基

準の中でも，骨格筋量が身体機能の一つであるバランス能力と関連する可能性が示唆さ

れた． 

 
表 1 退院時のバランス能力，歩行スピードと入院時のサルコペニアの各診断項目について 

 

性，年齢，入院期間，疾患分類，併存疾患，認知機能，抑うつ，膝伸展筋力/体重比で調整 

β：標準化偏回帰係数，R2：決定係数 

 
 

 

 

β P value β P value
入院時骨格筋量（Skeletal Muscle Index） 0.15 0.032 0.04 0.63
入院時握力 -0.06 0.508 -0.08 0.35
入院時バランス機能 0.71 <0.001
入院時歩行スピード 0.69 <0.001

R2
値 0.533 0.531

退院時バランス機能 退院時歩行スピード
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関連する研究成果・報告等 (2020～2021 年度) 

論文・予稿 

特記事項なし

講演・口頭発表等 

特記事項なし
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関連する研究成果・報告等 (2020～2021 年度) 

論文・予稿 

特記事項なし

講演・口頭発表等 

特記事項なし

13 

【研究スタートアップ助成制度】 

研究題目 

途上国におけるパンデミックの経済的影響分析

（助成期間 2021 年度） 

研究代表者 

岡室 美恵子

背景・目的 

COVID-19 の影響は、世界規模の経済の停滞を招き、経済活動のパラダイムシフトに 
より、経済回復と持続可能な経済成長を模索する動きがみえる。世界銀行は、途上国に

対し、サービス業主導型の経済回復を推奨する動きも見受けられる。しかしながら、途

上国においては、工業の高度化、高度サービス化の一足飛びは容易ではない。

当該研究は、人口が増加する途上国においては、製造業の段階的な発展が依然として

重要であるという前提の下、主に貿易・産業構造にフォーカスし、①パンデミックなど

の世界的危機や地勢学的危機などの外生的要因、②内生的要因による転機、政変、制度

移行などが途上国の経済に与える影響を分析するモデルを構築し、政策インプリケー

ションにつながる知見を得ることを最終目的とする。

対象・方法 

本研究は、貿易・産業構造分析にフォーカスした経済影響分析モデルを構築し分析す

ることが最終目的である。スタートアップ助成金による 2021 年度は、エジプトを事例

とし COVID-19 のマクロ経済および貿易・産業構造への影響を、貿易重力モデル分析、

グローバル・バリューチェーン（GVC）分析、各種貿易指標分析を検討・実施し、モデ

ル構築の準備作業と同時に貿易・産業構造への影響要因について初期的な分析を行った。 

経過・結果 

世界銀行、国際通貨基金、国連貿易開発会議ほかのデータおよび各種レポート、エジ

プト中央銀行の Monthly Bulletin を利用し、①マクロ経済指標、貿易指標分析（顕示

比較優位、HH 指数、GVC 参加度）によるエジプト経済の概況把握と COVID-19 の影

響分析、②サンプルとして有効であった 61 か国のデータによる COVID-19 の経済的影

響についてのクロスセクション分析を行った。利用したデータセットは以下のとおり。 
・国連貿易開発会議・GVC データセット

・世界銀行 World Integrated Trade Solution
・世界銀行    World Development Indicators 
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・CEPII 重力モデル 距離データセット 
分析結果については、3 月 8 日の報告会資料（パワーポイント）を参照されたい。 

 

考察・結論 

分析から得られた初期的な知見は次のとおりである。 
コロナ禍の影響で、付加価値全体の縮小に伴い、GVC に関連する付加価値の値は縮

小したが、GVC に関連する付加価値の増減とコロナ禍はプラスの相関を示している。

それは、コロナ禍においても、GVC に関連する付加価値が、GDP 全体に占める割合

が高いことを意味し、途上国に成長の機会を提供している。 
 
今後の課題： 

クロスセクション分析の有効サンプルは 61 か国であった。昨今、経済データパック

はビッグデータ化の傾向にあり、エクセルでは容量が足りず、言語のプログラミングで

ひらく必要が生じたり、データパックによっては最初から、R、Stata などの仕様にな

っていたりするものも多い。本年度の研究費は、計量分析手法の向上と R の操作技術

習得のための講習会参加費用に使用した。2022 年 2 月、R が GVC パッケージを公開

したため、R の操作技術の習熟をはかりつつ、今後の分析に活用したい。 
言語ソフトによるビッグデータの活用で、変数を増やし（為替レート、国境、距

離、地域貿易協定、言語、債務など）、最終目標である途上国経済に影響を与えうる要

因の包括的な分析を行っていきたい。 
 

関連する研究成果・報告等 (2021 年度) 
 

論文・予稿 

・岡室美恵子、染矢将和:COVID-19 のエジプト経済への影響. 『星城大学研究紀要』 
第 22 号,2022.（2022 年 3 月刊行予定） 
 
講演・口頭発表等 

2021 年の発表予定が入試と重なってしまったため下記へ変更 
・岡室美恵子、染矢将和: COVID-19 のエジプト経済への影響. 日本中東学会第 38 回 
年次大会, 早稲田大学（東京都）, 2022 年 5 月 14～15 日.*発表確定 
・岡室美恵子、染矢将和: COVID-19 のエジプト経済への影響, 国際開発学会第 23 回 
春季大会, 福岡県立大学（福岡県）, 2022 年 6 月 18 日.*審査結果は 4 月初旬通知 
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【研究スタートアップ助成制度】 

研究題目 

診療参加型実習における「ポートフォリオ」を用いたコンピテンシー基盤型評価の導入 
（助成期間 2021 年度） 

 
研究代表者 

竹内 佳子 
 

分担研究者 

大西 弘高（東京大学） 
 

背景・目的 

2018 年に作業療法士学校養成施設指定規則が改正され，2020 年度の入学生から，作

業療法の臨床実習も診療参加型実習へと移行される．診療参加型実習は，チームの一員

として参加するという観点からも，よりシームレスな卒前・卒後教育が期待でき，作業

療法士の質向上のためにも，診療参加型実習への移行は非常に重要である．しかしなが

ら，過渡期にある現在において，臨床思考過程を学ぶことが希薄になる，全体像を捉え

られない，指導のタイミングが難しい，学生の理解度を把握する手段がないといったこ

とが，診療参加型実習における課題としてあげられる．臨床思考過程を指導する手段と

して，指導者と学生とのディスカッションは言われているが，具体的な方法論はあまり

ない．そこで，本研究の目的は，効果的に診療参加型実習へ移行できるように，ディス

カッションやプレゼン手法を用いた作業療法の臨床思考過程を指導する具体的な方法

やシステムを構築し，またその習熟度を評価できるルーブリックを開発することである． 
 
対象・方法 

開発に向けてのスタートアップとして，助成期間である本年度はまずは実態調査を行

った．フォーカスグループを用いたインタビューを行い，臨床思考過程の指導において

これまでの課題や取り組み方法について調査し，開発に向けてアイデアやヒントを得る

ために行った．全国の作業療法の養成校教員 5 名と，臨床実習施設での指導者 5 名をミ

ックスさせ 1 グループ 5 名として 2 グループに対して，1 時間半のインタビューを実施

した．臨床思考過程を学生が学ぶ上での課題と取り組みをテーマとし Zoom を用いてオ

ンラインでの半構造化集団面接を行った．Zoom の録画音声データをテキスト化し逐語

録を作成した．分析は，質的研究分析ソフト MAXQDA を用いて分析を行った． 
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経過・結果 

インタビューの結果は，参加者は，養成校教員は男性 2 名，女性 2 名で全員教育歴

20 年以上で，臨床に所属する実習指導者は，男性 3 名，女性 1 名で 1 名は臨床経験 16
年で，その他は全員 20 年以上であった．インタビューの内容は，現在も分析中である

が，現状の課題としてあがったものは，養成校教員自体が OT の臨床思考過程に認識の

ずれがある，指導者は自信がなくプロの姿を示しきれない，思考過程を言語化できない，

説明できない，ディスカッションをしようとしない，などがあがった．学生の課題とし

は，間違いを恐れ，すぐに正解を求めようとする，ディスカッション経験が乏しい，自

由な発想が許されない，などがあった．また，診療参加型実習そのものについて，認識

の相違や誤解があり，指導者講習会の中身や手引きの中身にも偏りがある，レポートを

廃止することが診療参加型であるといった誤解がある，臨床思考過程については，病態

解釈にとどまってしまっている，様々な理論的枠組みが混在している，クリニカルリー

ズニングとの違い，まだ教授方法や評価に関しては，ディリーノートを活用してディス

カッションのきっかけ作り，マッピングを用いる，ポートフォリオなどがあがった． 
 

考察・結論 

今回のインタビューから得られた意見は，今後ディスカッションを用いて作業療法の

臨床思考過程を指導する具体的な方法やシステムの開発において，また，その習熟度を

評価できるルーブリックの開発においても考慮しなければならない要素である．今後は，

医学教育の分野ではすでに実証されている評価モデルを参照しながら，開発にむけて引

き続き取り組んでいく． 
  

関連する研究成果・報告等 (2021 年度) 
 

論文・予稿 

特記事項なし  
 
講演・口頭発表等 

特記事項なし 
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2－3．2021 年度研究報告会 
 

2021 年度元気創造研究センター助成研究報告会開催のご案内 
 

2021 年度元気創造研究センター助成研究として採択された 3 件の研究について，次の通り

報告会を開催致します．本学の研究活動の更なる活性化を図るため，ぜひともご参加下さい． 
 
1．日  時：2022 年 3 月 8 日（火）  10：00～ 
2．開催方法：オンライン開催 
   Zoom 情報：https://zoom.us/j/92885885464 
   ミーティング ID：928 8588 5464 

パスコード     ：628707 
 
3．プログラム 
・10：00～10：10  石田副学長あいさつ 
・10：10～11：10   
1）センター助成研究報告（1 演者 20 分：うち発表 10～15 分） 
・「回復期リハビテーション病棟患者におけるサルコペニアの現状と歩行およびバランス能力 
との関係」 

   研究代表者：林 尊弘 分担者：山田和政、古川公宣、越智亮、窪優太 
2）スタートアップ助成研究報告（1 演者 20 分：うち発表 10～15 分） 
・「途上国におけるパンデミックの経済的影響分析」 

研究代表者：岡室美恵子 
・「診療参加型実習における「ポートフォリオ」を用いたコンピテンシー基盤型評価の導入」 

 研究代表者：竹内佳子 
 
・11：10～11：15 閉会のあいさつ（古川元気創造研究センター長） 
 
 
 2021 年度研究報告会については、新型コロナウィルス感染拡大防止のためオンライン開催

とした。 
 

  
 
 

― 17 ―



 

 
 

 
 



 

 
 

 
 

 

 
18 

2－4．2022 年度助成研究募集 
 
1．助成の趣旨 
元気創造研究センターは 1.「活力ある地域社会」をつくり「健康で文化的な市民生活」を

実現すること、2.「行動力に富んだ学生諸君」を教育・育成することを目指し設立されまし

た。この設立趣旨に沿って、当研究センターは、「地域社会や市民、学生が元気になる」研

究を地域とともに推進し、地域社会や大学教育の発展・向上に貢献してまいります。 
このような目的を達成するため、当研究センターの研究助成は、1.独創的で学術上意義の大

きい研究で、かつ科学研究費の獲得につながる研究 2.教育の質向上につながる研究を積極

的に支援してまいります。  
 
2．助成対象 
1）本学の教員を研究代表者とするグループ研究であること。個人研究は対象としません。 
2）単一学部の教員複数名でのグループ研究でも構いませんが、学際的な見地から、異なる 

研究分野を専門とするメンバーおよび異なる学部のメンバーからなる研究を優先します。 
3）研究者によるグループだけではなく、地域文化の発展に寄与する活動を行っている方々 

との共同研究を歓迎します。 
4）研究内容・計画・予算等の点において、実現可能性の高い具体的な研究であること。既に 

完了している研究については助成対象としません。ただし、他の研究費に申請中または 
受給中のものと研究内容が類似している場合は、違いを明確にしてください。 

5）助成の趣旨に沿った研究であり、今後の発展が望めるもの。 
 
3．助成金額および助成対象期間 
1）年間の助成件数および各々の助成金額は、元気創造研究センター運営委員会において決定 

します。一件ごとの助成金額は、研究内容によって異なりますが 50 万円を上限とします。 
1 万円未満は切り捨てとなります。 

2）助成対象期間は、2022 年 4 月から 2023 年 3 月までの 1 年間とします。 
3）同一内容での継続助成は、最長 3 年間とします。継続を希望する場合は、1 年ごとに申請 

書を提出してください。元気創造研究センター運営委員会において改めて審査、決定しま 
す。 

4）複数年度計画で申請し採択された後、予定の研究期間を満了することなく継続申請しない 
場合には、研究代表者はその理由を書面にて元気創造研究センター運営委員会に提出して 
ください。 
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4．助成金の使途費目 
1）助成金の使途は、研究目的を達成するために必要な費目とします。

2）申請代表者や共同研究者が所属する組織の間接経費、一般管理費等は助成の対象としま

せん。

5．選考方法 
1）選考は、元気創造研究センター運営委員会が、所定の申請書類をもとに行います。申請 

書類以外の「参考資料」を提出いただいても、審査の対象にはなりません。なお、必要

に応じて、研究代表者へのヒアリングを行う場合があります。

2）選考は、元気創造研究センター運営委員会が以下の点を総合的に考慮して実施します。 
① 応募内容が元気創造研究センターの「助成の趣旨」（１．助成の趣旨を参照）に沿っ

ている

② 研究内容が独創的である

③ 予算も含めた研究計画が研究目的に合致している

④ 学内外との共同研究である（２．の助成対象要件に該当すること）

6．申請〆切 
1）公募期間は 2021 年 11 月 22 日（月）から 2022 年 1 月 14 日（金）17：00 までです。

2）研究助成申請書に必要事項を記入してください。

3）期限までに、上記を電子メール（PDF 変換したデータ）並びに書面（両面印刷押印済み

のもの）で、総務・経理課科研等担当者（都筑）までご提出ください．

メールアドレス： jrpc@seijoh-u.ac.jp （元気創造研究センター宛て）

7．助成の決定 
2022 年 2 月下旬予定。選考結果は 2 月末までに各研究代表者に文書にてご連絡します。 

8．研究報告会での報告と報告書の提出 
1）採択された研究は、年度末に開催される研究報告会での報告が義務づけられています。 
2）助成期間終了後に、元気創造研究センター運営委員会に成果報告書を提出していただき

ます。

3）研究成果を数年以内に論文として報告していただきます。その場合、星城大学元気創造 
研究センター助成金（英文：Seijoh University Joint Research Promoting Grant）で 
行った研究であることを記載してください。
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9．個人情報の取り扱いについて 
申請書にご記入いただいた個人情報は、研究助成選考以外の目的には使用しません。 

 
10．申請書記入上の注意 
1）申請は、当センター指定の申請書を用い、必ず枠内に日本語でご記入ください。 
2）フォントは 11 ポイントとしてください（表、図の部分は除く）。 
3）「印」の指示がある欄には、必ずご捺印ください。 
4）必要事項はすべて申請書にもれなく記入し、必要書類外の資料は添付しないでください。 

別紙参照などを用いた申請、申請書フォーマットやページ数の変更があった申請などは、 
原則として受理しませんので、ご注意ください。 

5）記入上の注意事項 
① 採択研究への助成期間は 1～3 年間とします。ただし、2 年目以降の助成を確約するも

のではありません。前年度までの研究経過を審査したうえで助成継続の可否を決定し

ます。 
② 研究の最終目標を具体的に明記してください。 
③ 研究終了後の成果発表の方法を具体的に記載してください（学会名、雑誌名等）。 
 

以上 
 
 

2022 年度の研究助成を上記の要領にて募集し、新規１件の応募があった。２名の審査員 
による審査（１申請書につきリハビリテーション学部長と元気創造研究センター運営委員

会委員１名の２名で審査）が行われ、元気創造研究センター運営委員会における承認の結果、

本件の助成を決定した。 
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2－5．科学研究費応募者説明会 

「科研費獲得を目指す教員のための申請説明会」開催概要

過日に配信しました講演会について次の通り御案内致します．昨年同様にオンライン開

催となり，2 部構成となっています．1 部と 2 部でログイン情報が異なりますので御注意下

さい．

1．第 2 部出席について事前登録のお願い

第 2 部へのアクセスのために，次の URL から事前参加登録を行って下さい．登録完了後

に入力したメールアドレスへアクセス情報が送信されます．当日の第 2 部への参加に必要

となりますので，大切に保管して下さい．

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_N1MNtOkpSo68PRO6VkERag 

上記の画面に必要事項をご入力下さい．入力するメールアドレスは，大学のアドレス（〇〇

〇〇@seijoh-u.ac.jp）です．入力が完了したら「登録」をクリックして下さい． 
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2．開催日程 
2021 年 8 月 4 日（水） 
 
3．タイムテーブル 
【第 1 部】 
9：15 ～ 9：20 開会挨拶         元気創造研究センター長 古川 公宣 
9：20 ～ 9：45 科研費申請手続等の説明       総務・経理課 都筑 洋一 
 
Zoom ロイグイン情報 
https://zoom.us/j/96515163553 
ミーティング ID:：965 1516 3553 
パスワード： 315408 
 
【第 2 部】――――――これ以降，ウェビナーにログインして下さい―――――― 
10：00 ～ 11：45 科研費申請支援講演会（質疑応答時間含む） 

ロバスト・ジャパン株式会社  中安 豪 様 
講義テーマ：科研費申請スピードアップ対策 

● 科研費の最新動向 
● 科研費制度の要求事項 
● 研究計画調書の進め方 
● 研究計画調書の図解法 
● 要注意な研究計画調書 
 

 Zoom ウェビナー情報：事前登録後に届いたメールに指定された URL にアクセスして 
下さい． 
 
 
上記の日程、内容でオンラインにより学内説明会を実施した。第一部は、事務担当者が 

科研費申請手続き、研究不正防止に関する説明を行った。第二部では、科研費の最新動向、 
科研費制度の要求事項、研究計画調書の進め方等について、外部講師（ロバスト・ジャパン

株式会社 中安 豪 氏）による講演を行った。
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3．広報活動 

本学ウェブサイト内の【元気創造研究センター】ページの内容を一部変更するとともに、

年度ごとの情報更新を行った。

http://www.seijoh-u.ac.jp/labo/labo-genki/ 

― 23 ―



24 

編集後記

2021 年度星城大学元気創造研究センター年報を発刊する運びとなりました。 

 元気創造研究センターの活動は『活力ある地域づくりや健康で文化的な市民生活の実現、

行動力に富んだ学生の育成をめざし、様々な研究的アプローチから「地域や市民が元気にな

る」研究活動を展開すること』を目的としています。

 昨年度に引き続き、「センター助成制度」と「研究スタートアップ助成制度」による研究

支援を行いました。科研費の採択はもとより、その他競争的資金獲得を目指して今後も支援

を続けていきたいと考えています。また、今後さらに事業内容の充実を図るとともに、その

成果の発信を地域・社会に向けて、積極的に行っていく予定です。

どうかご支援いただきますよう、よろしくお願いいたします。

2021 年度星城大学元気創造研究センター運営委員会 委員 

センター長   古川公宣

副センター長 小島廣光

委員 崔俊 高濱優子 堀川宣和 牧野多恵子 中谷直史

近藤真二 都筑洋一
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